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青 森県の気候区分 Kついて
一天気の分布から見た青森県の気候区分て
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子牧林
IはじめK

日本は中緯度K位置しているため四季0変化が非常Kはっきりしている上.地形が複雑なた

しかし日本全体としては東洋ο季節風め各地方。気候はそれぞれ異左った特徴をもっている。

帯K属しているが気候的Kは表日本と長日本の両地域K大別することができる。ところで我が

青森県は本州の北端K位置し、三方を海K固まれ、県白中央Kは八甲田山系が縦走している。

しかそしてそο以西を津軽地方、以東を南部地方といわれる表裏日本K分けることができる。

は売して八甲田山系を境Kし日本の気候区分K於いて0表日本と裏日本は青森県vc於いては、

区分線が引けるであろう語、今までο区分図を見ると青森県はほとんど裏日本型気候K属し、

わずかK県、東南部。地域が表日本型であるKすぎないか。単純K中央山系を境として区分さ

れている。一体、青森県に於けるそω区分線は、実際KはどοょうKヲ|かれるωであろうか。

筆者はそれを天気の分布よb明らかKし、青森県ο気候区分をしfヒレ、

E資料と方法Kついて

これは日本気候区分をするKはいろいろ方法があるが筆者は「天候」を用いることKする。

これが表日本型気候と裏日本型気候を特徴づけては季節風帯Kあるため天気。表裏性が強〈‘

この「天気」は、諸々の気象要素を用いていう総合概念しかしいるということ主どKよる。

としての「天気」というよりも、雨・曇D。雷左ど目で見られる現象と雲ο状態。みK着目L..

気温・風速などを考慮K入れていない狭義。「天気」を用いる。そしてそれより晴天域とο曇

すなわち天気界を求め、それよD青森県ο表日本型気候と裏日本型気候の境界天域と0境界、

を明らかvc-才ることKする。

筆者ーはこ0境界を求めるためK毎日。天気界の分布図を作製し、それをいくつかD型K分類

し、各型毎K毎日ω天気界線を一枚ω紙Kトレースし、更Kそれを重ね合わせてそο最も収れ

それより日々。天気。集積として0気候をとらえようとするんするところを天気界と判断し、

県内38ケ所。観測所。分布が不均等rDt枕め観測所問。距離ο違いを生もοである。しかい

トレースをする係も、面積的日毎ω天気界線を引くにあたって主観的にな Dやすく、じさせ、

に観損IJ所ω多い地域は少ない地域よbも区分線。重な Dが密Kなる可能性が多く、最後。天気

こ《ぷ

ょうKζれは、設楽寛氏による「毎日ω天気界ω集積を理論的K数量化するという中点法を用
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界線。密な地域とそうでない地域との差別も主観的K視覚KたよるととKなってしまう。



いて天気界0密度分布図を作製し、それよ b天気界を導(Jという方法K比べ欠点がある。

資料としては表裏性が冬季K顕著であるととから12月及び 1月と、補助として?月の、最

近3ヶ年の毎日の天気、計 270日分を使用し介。
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E天気界

天気を種目に分けると快晴。晴れ。曇b・霧・雨・雪@みぞれ・ひょう・その他があり、県

内の一目。天気は局地的左ものを除くと大体1-2種、あるいは3種を呈している。 天気界ω

分布図は県内同一天気ω、区界線を引く οK不可能左もωを除いた2--3種。天気。出現して

いる日を、 1 --3本の線で区切って作製し介。

1) 1月及び 12月(冬〉

3年問、 1 86日分の天気界は天気。出現種目をの割合によって6つの型K分類する ととが

できる。
<.J 

型 @ / O 3 6日 1 9.3 ~ 

E 型 @ /0 ωO  79日 42.5% 

E 型 @ο/  υU) 23日 1 2.4弼

W 型 Oの/ O 3 2日 lス2婦

V 型 @ /ο/  (D 9日 4.8弼
:2- 、 iJJ噌

7日 3.8% 

A 

， ~ 

(0快晴、 (1)晴れ、 O曇b、 (議雪を表わすo 付特殊在日を除いて
雨は雪と同じく扱う。〉

I型では曇天域の中には少数の晴天も混じるととがある。しかしそれは4地点以下で曇天の

地点数rD5分ωl以下。出現の日K限定した。 1型では県の北、西側K雪天域をもっ日が多い。

E型ω晴天と曇天ω割合は晴天が曇天ω5分ω1以上である。Ji[型の天気界は割合単純K

現われたようである。 N型は32日あるがそ1.D3分のlは局地的‘あるいは少数地点で‘区分

されているが目立っている。v型は雪天域と曇天城と時天域との三つの天気界であるが、細う〈

分けると他。型。中のいくらかもこの型に入るであろうが、三天域。顕著左ものだけをとの型

とした。とれは大体南北方向K縁がひかれた。 以上。5つ0型K入ら左いものはその他とし

介。

次Kとれらを各型毎K天気界をトレースしてみたわけであるが、最も出現頻度。高い冬E型

。天気界0分布圃が才1図である。
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才1

して0天気界からきて、冬E禦

時本気候0境界を

求めるために各離を組み合わせて見

レ…スし舟ωが才2図。実線である。

売のであるがるぞれKよって天気界

線。収れんが特虻顕著である所をト

表日

とれをもって筆者は天気界よD導か

境界とみますととができると考える。

と裏昌本型気候ω

ζ才工(d:/J、気強

議識は説者以外。絞れん地点をつら

ものとして現われた。

ねて引かれたも0で、

れた永

一事p二

2) 9月 (毛ゆ

次K補助的なものとして取bあげ

90自分。天気界プぞ9J:I (l) 3年問、才2嗣

申伊

は3つゆき控K分類される。
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と晴れω出現分布域が区別できゐもゆI裂は2決詩。誇れ氏支すして銭長心地点が少なし

である。

トレースしたわはでるるがき告裂を組み合むせてみると、ζれら秋ο天気界も冬と

嘉日本製気候心境界線はさ子盟申ωとほぼ一致する。しかい下主主半島頭部K於いて‘

つム内ぷ



部は境らかであるがそ0溝部はうすい。ま走、地ぬ小気候区としては冬型κは環われまかっ光

繰が現われた。特K泉主中期部K南北方向K現われたものが等徴的である。ぞれは才2図K補

助的なもωとして点線で表わしtc.

?月 さ きもむとして現われた。

lVなわりK

ζoょうKして求められた天気界をもって

界を明らかKし介。そしてそれは

ほ区分でき左いいまた下北郡でも太平浄治梓の小指野沢持近は表

う K、表 5本型気候は県、南東部K撮るも0でも~っ売。

日本型気候と裏

中央山系Kょっ

るというよ
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